
金
滞
古
蹟
志
巻
十
九

と
成
り
た
り
。
共
頃
民
長
寺
は
古
寺
町
惣
樽
川
端
今
の
富
永
槌
丞
屋

敷
也
。
其
後
野
町
の
後
ロ
へ
所
替
あ
り
と
。
亀
尾
記
に
も
、
民
長
寺
の

稲
荷
は
、
も
と
域
内
稲
荷
屋
敷
の
地
に
あ
り
し
を
、
築
械
の
時
仮
に
今

の
稲
荷
橋
の
地
へ
勘
諦
せ
し
を
.
元
和
八
年
八
月
民
長
寺
へ
移
さ
れ

枇
殿
建
立
‘
是
よ
り
務
の
修
渡
所
と
成
れ
り
。
と
あ
り
。
叉
三
州
志
来

図
櫛
見
に
も
、
披
内
稲
荷
第
の
地
に
、
古
よ
り
稲
荷
紳
駐
あ
り
し
を
‘

築
城
の
時
仮
に
稲
荷
橋
の
閑
地
へ
移
し
J

元
和
八
年
民
長
寺
境
内
ヘ

安
置
す
。
此
の
故
を
以
て
、
稲
荷
第
跡
の
古
木
風
雲
に
折
措
等
の
事

あ
れ
ば
、
共
の
枝
等
惣

τ民
長
寺
へ
引
取
る
也
。
と
あ
り
。
但
し
披

内
よ
り
味
噌
磁
町
の
稲
荷
橋
漣
へ
仮
に
遜
座
し
‘
夫
れ
よ
り
鍵
長
寺

境
内
へ
移
締
す
と
い
ふ
は
非
也
。
稲
荷
橋
越
に
あ
り
し
稲
荷
は
、
今

洩
野
川
並
木
町
な
る
稲
荷
祉
に
て
、
民
長
寺
の
稲
荷
は
、
城
内
よ
り

直
に
毘
長
寺
の
境
内
へ
遜
座
あ
り
し
と
い
へ
り
。
さ
て
此
の
民
長
寺

稲
荷
枇
は
.
元
和
八
年
以
来
民
長
寺
別
賞
職
に

τ紳
勤
し
来
る
庭
、

明
治
二
年
紳
働
混
漏
御
慶
止
に
付
、
一
肱
地
と
寺
地
と
の
直
別
を
立

て
‘
別
営
臓
の
名
義
を
駿
せ
ら
れ
、
同
五
年
十
一
月
村
祉
に
列
せ
ら

れ
、
調
傘
多
聞
鬼
一
郎
位
地
内
に
居
住
せ
し
か
芝
、
程
た
く
完
ぜ
ら

れ
‘
同
七
年
泉
野
紳
枇
へ
合
併
す
。
今
彼
の
枇
内
に
あ
る
稲
荷
枇
是

と
い
へ
り
。
按
宇
る
に
、
改
作
所
奮
記
に
、
寛
文
九
年
四
月
、
向
後
不

受
不
施
日
蓮
宗
寺
院
寺
請
に
取
間
敷
官
、
幕
府
よ
り
建
相
成
に
付
.
金

津
本
長
寺
・
本
発
寺
.
跡
々
よ
り
不
受
不
施
に
候
僚
、
参
議
設
さ
せ
申

間
敷
、
右
の
末
寺
此
外
不
受
不
施
之
寺
有
v
之
共
同
断
、
寺
替
・
宗
旨

替
可
v
致
皆
建
せ
ら
れ
た
り
。
故
に
同
年
五
月
滞
安
寺
の
寺
詫
文
民
、

石
川
郡
田
井
村
菩
兵
衛
手
代
吉
兵
衛
、
不
受
不
施
宗
旨
金
津
泉
野
寺

町
本
長
寺
檀
那
に
而
候
慮
.
今
度
従
=
公
儀
-
不
受
不
施
之
宗
旨
御
法

度
被
=
仰
向
-
K
付
.
滞
土
宗
に
罷
成
、
向
後
拙
借
檀
郊
に
額
申
鹿
‘

相
違
無
v
之
云
品
川
。
と
載
せ
た
り
。

O
Z久
山
妙
立
寺

法
華
宗
也
。
貞
享
二
年
由
来
容
に
云
ふ
。
営
時
開
組
日
通
.
寛
永
二

十
年
賞
地
金
滞
運
上
町
民
諦
地
設
し
建
立
仕
底
.
御
用
地
に
成
被
a
召

上
一
石
動
山
伽
耶
院
放
屋
屋
敷
相
波
、
共
後
新
竪
町
民
罷
在
慮
、
小

松
越
之
悶
.
町
中
之
儀
指
上
可
b

申
皆
御
断
に
及
び
、
則
岡
部
位
五
右

衛
門
居
屋
敷
に
相
渡
・
錫
弘
容
白
熱
野
寺
町
今
之
寺
地
相
渡
。
と
あ
り
。

按
守
る
に
、
小
松
越
云
々
と
あ
る
は
‘
高
治
二
年
小
松
附
の
鰭
士
金
滞

へ
戻
り
た
る
時
の
事
な
る
べ
し
。
開
祖
日
通
は
.
延
寅
二
年
五
月
三

日
寂
と
過
去
艇
に
あ
り
。
亀
尾
記
に
、
妙
立
寺
は
元
野
回
寺
町
立
像

金
揮
官
服
忠
巻
十
丸

ニ
四

也。。
稲
荷
社
霊
異
侮
凝

加
藤
惟
寅
の
蘭
山
私
記
に
云
ふ
。
貸
暦
十
二
年
八
月
二
日
夜
寺
町
日

蓮
宗
本
長
寺
よ
り
出
火
、
寺
院
・
町
家
共
三
百
六
十
九
軒
延
焼
。
此
時

不
思
議
成
事
雨
僚
あ
り
。
野
町
漣
に
制
棋
を
掛
居
た
る
燕
、
朔
日
ま
で

居
た
る
底
、
二
日
朝
よ
り
一
一
例
も
居
ら
宇
。
叉
民
長
寺
の
稲
荷
枇
の

際
た
る
盆
地
に
、
近
年
揚
弓
場
を
建
て
た
り
。
枇
よ
り
共
間
僅
五
・
六

尺
之
島
、
揚
弓
場
は
焼
失
す
れ

ε‘
稲
荷
枇
は
柳
無
弘
擁
也
。
全
く
紳

異
い
ち
じ
る
く
、
奇
特
の
事
也
と
緒
人
い
へ
り
。

。
長
遁
山
本
長
寺

法
警
否
。
由
来
舎
に
一
言
。
営
時
開
基
日
腕
聖
人
建
立
、
但
年
勝

者
不
v
詳
、
三
百
六
十
年
徐
与
僻
承
仕
。
越
中
木
般
に
罷
在
、
共
後
利

長
卿
御
代
守
山
へ
移
輔
、
共
後
宮
山
へ
移
輔
、
共
後
金
揮
へ
出
、
湯

原
八
之
丞
屋
敷
拝
領
仕
罷
在
慮
、
御
用
地
に
相
成
、
元
和
党
年
居
屋

政
替
被
且
仰
付
一
泉
野
唯
今
之
地
千
二
百
二
十
歩
拝
領
仕
。
と
あ
り
。

右
由
来
容
は
文
化
三
年
也
。
按
4
1
る
に
、
文
化
三
年
よ
り
三
百
六
十

年
前
は
後
花
園
帝
の
御
代
に
て
、
足
利
義
政
将
軍
の
時
世
た
り
。
叉

此
の
本
長
寺
と
六
動
林
の
本
脇
島
寺
と
は
、
昔
は
不
受
不
施
波
た
り
し

寺
の
支
院
也
。
と
記
載
す
。
文
久
二
年
十
一
月
自
火
に
て
奮
記
等
悉

〈
焼
失
し
、
今
は
何
事
も
詳
か
た
ら
4
ー
と
い
へ
り
。

O
妙
立
寺
祖
師
堂

亀
尾
記
に
云
ふ
。
妙
立
寺
の
組
師
堂
日
蓮
聖
人
の
像
は
、
も
と
賞
藩

士
回
漣
何
某
石
川
郡
本
吉
浦
を
通
行
の
折
、
組
師
像
の
首
ば
か
り
海

中
よ
り
打
揚
げ
た
る
を
拾
ひ
取
り
て
蹄
り
、
家
に
識
し
、
闘
を
働
師

に
命
じ
て
蛍
寺
へ
安
置
せ
り
。
然
る
に
共
の
像
作
働
の
徳
に
や
、
月

民
自
民
信
仰
の
輩
多
く
、
貸
賎
群
を
た
し
、
今
は
常
題
目
の
寺
と
は

た
り
ぬ
と
。
平
次
按
守
る
に
、
宿
本
吉
捕
に
て
拾
ひ
揚
げ
た
る
悶
漣

某
は
‘
奮
務
士
岡
越
兵
右
衛
門
と
い
ふ
人
に
や
と
い
へ
り
。
兵
右
衛

門
は
家
勝
三
百
石
に

τ.
元
総
元
年
現
す
と
家
譜
に
載
せ
た
れ
ば
、

彼
の
像
を
妙
立
寺
へ
安
置
せ
し
は
夫
和
・
貞
享
の
頃
た
ら
ん
か
。
胴

を
諮
り
添
へ
た
る
働
師
は
如
水
と
い
ふ
働
側
也
。
同
法
氏
如
水
に
鑑

定
さ
せ
け
る
に
‘
日
像
の
自
作
な
る
よ
し
申
聞
る
。
依
っ

τ胴
を
命

じ
、
金
鉢
具
足
す
と
-X
ひ
停
へ
た
り
。
今
寺
中
に
醤
記
・
縁
起
等
も
僻

来
せ
宇
。
僅
に
右
の
趣
を
僻
承
す
る
の
み
也
。

。
開
祖
師
霊
験
侮
鼠

加
藤
惟
寅
の
蘭
山
私
記
に
去
ふ
。
藩
士
三
輪
藤
左
衛
門
が
後
室
、
質
勝

二
五

-
h
4
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U
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